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 町長の施政方針では、離半島地区宅地造成は全部

で14地区16工区となり、出島、野々浜、大石原地区

と順調とはいえないものの、入居が済み、安住の地

となり、町民各位も少しずつでありますが、笑顔が

良く表情も明るくなっております。 

 しかし、各浜造成入居後、地域づくり、浜づくり

と相成った時、後継者問題、地区漁協支部の組合員

減少が考えられますが、選択され、また、住みよい

地域には区画の余裕地があるのかなと疑問を抱きま

す。そこで次の点について伺います。 

(１) 各地区に余裕区画は。 

(２) Ｉターン、Ｕターン希望者に対しての町有地

は（宅地供給地として）。  

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 大雨、高潮のたびに町内での冠水と孤立。また、

復興事業における、地区道路切替し等で発生する通

勤時の混雑。緊急時が発生しない事を祈るばかりで

す。以前にも質問を行っておりますが、さらに質問

致します。 

(１) 林道整備事業における平成27年度の県予算額

１ 離半島地区で区画造

成後の町有地は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 女川京ケ森線完成へ

の進捗は 
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は。 

(２) 平成27年度、４、５月と２カ月経過している

が工事計画案は。  

(３) 最終的に平成28年３月末には、全の問題点は

クリアー出来るのか。  

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


